
◎工学研究科環境建設工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2024 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科　　　目　　　名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
すること。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有する
こと。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有すること。

工学に関する学術
研究について、研
究者として必要な
知識、技能を活
用して論文を作成
し、その実行方法
と研究成果を公表
できること。

CE100-01-5E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

CE100-02-5E-3 コンクリート材料・劣化診断特論 ○ ○ ◎

CE100-03-5E-3 地盤力学特論 ○ ○ ◎

CE100-04-5E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

CE100-05-5E-3 環境保全工学特論 ○ ○ ◎

CE100-06-5E-3 環境化学特論 ○ ○ ◎

CE100-07-5E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

CE100-08-5E-3 応用水理学特論 ○ ○ ◎

CE100-09-5E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

CE100-10-5E-3 構造工学特論 ○ ○ ◎

CE100-11-5E-3 構造振動学特論 ○ ○ ◎

CE100-12-5E-3 建築計画学特論 ○ ○ ◎

CE100-13-5E-3 建築構造設計特論 ○ ○ ◎

CE100-14-5E-3 建築保存再生特論 ○ ○ ◎

CE100-15-5E-3 都市・建築設計特別演習 ○ ○ ◎

CE100-16-5E-3 建築設計インターンシップ ○ ○ ◎

CE100-17-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

CE100-18-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

CE100-19-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

CE100-20-5R-3 工学特別演習Ⅰ ○ ○ ◎

CE100-21-6R-3 工学特別演習Ⅱ ○ ○ ◎

CE100-22-5R-3 工学修士研修Ⅰ ○ ○ ◎

CE100-23-6R-3 工学修士研修Ⅱ ○ ○ ◎

CE100-24-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎
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◎工学研究科環境建設工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2023 年度入学生まで適用

科目ナンバリング 科　　　目　　　名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
すること。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有する
こと。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有すること。

工学に関する学術
研究の遂行及び
成果の公表にむけ
て、研究者として
必要な知識、技能、
意識を有すること。

CE100-01-5E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

CE100-02-5E-3 コンクリート材料・劣化診断特論 ○ ○ ◎

CE100-03-5E-3 地盤力学特論 ○ ○ ◎

CE100-04-5E-3 地盤動力学持論 ○ ○ ◎

CE100-05-5E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

CE100-06-5E-3 環境保全工学特論 ○ ○ ◎

CE100-07-5E-3 環境化学特論 ○ ○ ◎

CE100-08-5E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

CE100-09-5E-3 応用水理学特論 ○ ○ ◎

CE100-10-5E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

CE100-11-5E-3 構造工学特論 ○ ○ ◎

CE100-12-5E-3 構造振動学特論 ○ ○ ◎

CE100-13-5E-3 建築計画学特論 ○ ○ ◎

CE100-14-5E-3 建築構造設計特論 ○ ○ ◎

CE100-15-5E-3 建築保存再生特論 ○ ○ ◎

CE100-16-5E-3 都市・建築設計特別演習 ○ ○ ◎

CE100-17-5E-3 建築設計インターンシップ ○ ○ ◎

CE100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

CE100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

CE100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

CE100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

CE100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

CE100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎
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◎工学研究科環境建設工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ
2024 年度以降入学生適用

科目ナンバリング 科　　　目　　　名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、専門的
な知識及び
思考力を有
すること。

工学に関する
高度な専門知
識を用いて、
工学分野の諸
問題について
理論的、実験
的に解析でき
ること。

工学に関する
研究課題につ
いて、高度に
専門的で、学
術的な価値の
高い知見を有
すること。

工学に関する学術
研究について、自
立した研究者とし
て必要な知識、技
能を活用して論文
を作成し、その実
行方法と研究成果
を公表できること。

CE200-01-7E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

CE200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

CE200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

CE200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

CE200-05-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

CE200-06-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

CE200-07-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

CE200-08-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

CE200-09-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

CE200-10-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

CE200-11-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

CE200-12-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

CE200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

CE300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

CE300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ○ ◎

CE300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ○ ◎

CE300-04-7R-3 工学博士研修Ⅰ ○ ◎ ◎

CE300-05-8R-3 工学博士研修Ⅱ ○ ◎ ◎

CE300-06-9R-3 工学博士研修Ⅲ ○ ◎ ◎
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◎工学研究科環境建設工学専攻前期課程授業科目及び履修単位

授　　業　　科　　目 担　当　者　名 単　位

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

コンクリート材料・劣化診断特論 武　田　三　弘 2

地盤力学特論 山　口　　　晶 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境保全工学特論 中　村　寛　治 2

環境化学特論 韓　　　連　熙 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

応用水理学特論 三戸部　佑　太 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

構造工学特論 中　沢　正　利 2

構造振動学特論 李　　　相　勲 2

建築計画学特論 恒　松　良　純 2

建築構造設計特論 櫻　井　一　弥 2

建築保存再生特論 﨑　山　俊　雄 2

都市・建築設計特別演習 櫻　井　一　弥 2

建築設計インターンシップ 櫻　井　一　弥 6

技術経営特論 松　浦　　　寛 2

知的財産特論 松　枝　浩一郎 2

特別講義 韓　　　連　熙 2

工学特別演習Ⅰ 3

工学特別演習Ⅱ 3

工学修士研修Ⅰ 5

工学修士研修Ⅱ 5

◎履修方法
（1）�　2年以上在学して、工学特別演習Ⅰ（3単位）、工学特別演習Ⅱ（3単位）、工学修士研修Ⅰ（5単位）
及び工学修士研修Ⅱ（5単位）を必修とし、技術経営特論（2単位）または知的財産特論（2単
位）のいずれか 1科目の修得を含め、合計 32 単位以上を修得しなければならない。さらに必要
な研究指導を受けた上、修士論文を提出し、その審査及び最終試験に合格しなければならない。
ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げたと認められる者は、1年以上の在学期間
で足りるものとする。

（2）�　研究指導教員及び当該授業科目の担当教員の承認があれば、関連科目として、次のとおり授業
科目を履修し単位を修得することができる。ただし、関連科目の履修が修了要件に含められるのは、
合わせて 4科目 8単位までとする。

� ア　工学研究科の他の専攻に開設されている授業科目
� イ　工学研究科委員会が認める授業科目
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◎環境建設工学専攻の博士課程前期課程における研究指導計画と学位論文審査基準・体制
１．博士課程前期課程における研究指導計画
　必修の「工学特別演習」及び「工学修士研修」では学位論文の完成を目指して、1年次及び 2年
次の前期と後期に指導教員を中心とした研究指導を行う。修士論文の完成に向けては、指導教員（論
文審査で主査となる）以外に、1名もしくは複数名から構成される論文審査において副査に予定さ
れている教員も修士論文の作成に係る指導と助言を行う。

【入学試験時】
　面接試験の際には学生がこれまで実施してきた卒業研究における進捗度、研究に対する理解度な
らびに関心度、さらに将来の人生設計展望等について確認する。

【 1年次】
4 月�　研究科ガイダンスを行い、各大学院生は希望によりティーチングアシスタント制度を利用す
る科目を決定する。各大学院生は、当該指導教員が担当する「工学特別演習」及び「工学修士
研修」を履修し、その助言を受けて研究テーマに適合する履修科目を決定し、履修登録を行う。
「工学特別演習」及び「工学修士研修」では各大学院生の学位論文の作成に必要な研究に関す
る基礎的実験・解析手法等を学び、個別の研究テーマにおいて一年間を通じて実行する。

9月�　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進捗状況について報告し、指導教員の確認
を受ける。また、研究の進展によっては、国内学会もしくは国際会議へ積極的に参加し、先端
研究に関する発表を口頭もしくはポスター形式で行う。

12月�　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進捗状況について専攻内において口頭発表
等による進捗状況報告を行う。

3月�　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進捗状況について報告し、指導教員の確認
を受ける。また、研究の進展によっては、国内学会もしくは国際会議へ積極的に参加し、先端
研究に関する発表を口頭もしくはポスター形式で行う。

【 2年次】
4 月�　各大学院生は 1年次に引き続き、希望によりティーチングアシスタント制度を利用する科目
を決定する。
　各大学院生は、当該指導教員が担当する「工学特別演習」及び「工学修士研修」を履修し、
その助言を受けて 2年次の履修科目を決定し、履修登録を行う。各大学院生は指導教員と十分
にディスカッションを行った上で「研究計画書」を作成する。指導教員はその内容について関
連する分野の教員と協議の上、修士論文作成について指導と助言を行う。各大学院生は、指定
された日時に「修士論文題目届」を提出する。この段階で修士論文の主査 1名（指導教員）と
副査 1名もしくは複数名が決定される。

9月�　各大学院生は、修士論文の進捗状況について指導教員に報告し、確認を受ける。また、研究
の進展によっては、国内学会もしくは国際会議へ積極的に参加し、先端研究に関する発表を口
頭もしくはポスター形式で行う。

12月�　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進捗状況について専攻内において口頭発表
等による中間発表を行う。

1月�　修士論文の提出
2月�　論文査読ならびに口述試験による最終試験を実施し、論文審査結果報告書を提出する。その
結果に基づき、本専攻会議の協議を経て工学研究科委員会及び大学院委員会の議を経て合否を
決定する。
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２．学位（修士）論文審査基準・体制
（1）論文審査および最終試験の審査基準
　修士論文は、学術研究論文として下記の基本的要件を備えていることが審査基準になる。
①テーマの選択が明確であること。
②学術研究論文としての構成・体裁をなしていること。
③独創性、新規性、有用性、信頼性、発展性を有していること。

（2）審査体制
　本専攻では、各大学院生が 2年次当初に修士論文の審査のための論文審査委員（主査 1名、副
査 1名もしくは複数名）が選任されており、論文査読ならびに口述試験による最終試験が実施さ
れた後に、その結果は論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果報告書は、本専攻会議の
協議を経て工学研究科委員会に諮られ、修士論文としての合否の判定が行われる。研究科長はこ
の結果を学長に報告し、学長は大学院委員会で審議後、学位（修士）を授与することになる。

◎工学研究科環境建設工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授　　業　　科　　目 担　当　者　名 単　位

機能材料工学特論 岡　田　宏　成 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

半導体特論 原　　　明　人 2

スピントロニクス工学特論 土　井　正　晶 2

計測制御工学特論 小　澤　哲　也 2

生体電子工学特論 加　藤　和　夫 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修Ⅰ 2

工学博士研修Ⅱ 2

工学博士研修Ⅲ 4
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◎履修方法
　3年以上在学し、授業科目について次により 16 単位以上を修得し、かつ、指導教授の指導のもとに
必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出し、その審査および最終試験に合格しなければならない。
ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者と認められる場合には、前期課程又は修士
課程における在学期間と合わせて 3年以上在学すれば足りるものとする。
（1）�　工学博士研修Ⅰ（2単位）、工学博士研修Ⅱ（2単位）及び工学博士研修Ⅲ（4単位）を含め専
門科目 10 単位以上、学際基盤科目 4単位以上で総計 16 単位以上修得しなければならない。

（2）�　学際基盤科目における「関連科目」とは、工学研究科各専攻前期課程に開講されている授業
科目（特別講義を含む。）および工学研究科委員会が認める授業科目であり、履修に際しては研
究指導教員および当該授業科目担当教員の承認により履修し単位を修得することができる。た
だし、修了要件に含められる単位数は、他専攻開講科目については 4単位まで、自専攻開講科
目については 2単位までとする。

（3）�　前期課程に開講されている「知的財産特論」および「技術経営特論」については、前期課程
で修得していない場合、他専攻開講の関連科目として扱い、いずれかの 1科目を必ず修得しな
ければならない。なお、両方修得することが望ましい。

◎環境建設工学専攻の博士課程後期課程における研究指導計画と学位論文審査基準・体制
１．博士課程後期課程における研究指導計画
　博士課程後期課程は研究者養成を主眼としているので、より高度な専門的授業科目として「工学
特別実習」及び「インターンシップ研修」を設置している。また、広い視野に立って工学を俯瞰で
きるように用意された学際基盤科目の履修を必修にしている。学際基盤科目における関連科目とは、
工学研究科各専攻前期課程に開講されている授業科目（特別講義を含む）及び工学研究科委員会が
認める授業科目である。「工学博士研修」では学位論文の完成を目指して、主指導教員（主査）と
副指導教員（副査）との共同指導体制を採り、提出された「研究計画書」をもとに、研究関連分野
の実験・演習を精力的に行い、主および副指導教員がそれぞれの専門分野において博士論文完成ま
での指導と助言を行う。

【入学試験時】
　面接試験の際には学生の博士前期課程における研究の進捗度、研究に対する理解度ならびに関心
度、さらに将来の人生設計展望等について確認する。

【 1年次】
4 月�　研究科ガイダンスを行い、各大学院生は希望によりティーチングアシスタント制度を利用す
る科目を決定する。各大学院生は、当該指導教員が担当する「工学博士研修」を履修し、また
広い視野に立ち工学が俯瞰できるよう設置している学際基盤科目の履修登録を行う。各大学院
生が提出した「研究計画書」に基づき、主指導教員（主査）と相談の上副指導教員（副査）を
決定する。また各大学院生は、指導教員と相談の上、1年次終了時の到達目標を決定する。

9月�　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進捗状況について報告し、指導教員の確認
を受ける。また、研究の進展によっては、国内学会もしくは国際会議へ積極的に参加し、先端
研究に関する発表を口頭もしくはポスター形式で行う。

12月�　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進捗状況について専攻内において口頭発表
等による進捗状況報告を行う。

3月�　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進捗状況について報告し、指導教員の確認
を受ける。また、研究の進展によっては、国内学会もしくは国際会議へ積極的に参加し、先端
研究に関する発表を口頭もしくはポスター形式で行う。
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【 2年次】
4 月�　1 年次に引き続き、希望によりティーチングアシスタント制度を利用する科目を決定する。
各大学院生は、当該指導教員が担当する「工学博士研修」を履修し、指導教員と十分にディス
カッションを行った上で博士論文作成について指導と助言を受ける。

9月�　各大学院生は、修士論文の進捗状況について指導教員に報告し、確認を受ける。また、研究
の進展によっては、国内学会もしくは国際会議へ積極的に参加し、先端研究に関する発表を口
頭もしくはポスター形式で行う。

12月�　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進捗状況について専攻内において口頭発表
等による中間発表を行う。

3月�　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進捗状況について報告し、指導教員の確認
を受ける。また、研究の進展によっては、国内学会もしくは国際会議へ積極的に参加し、先端
研究に関する発表を口頭もしくはポスター形式で行う。

【 3年次】
4 月�　2 年次に引き続き、希望によりティーチングアシスタント制度を利用する科目を決定する。
各大学院生は、指導教員が担当する「工学博士研修」を履修し、指導教員と十分にディスカッ
ションを行い、博士論文の完成を目指して必要な指導と助言を受ける。

9月�　各大学院生は、修士論文の進捗状況について指導教員に報告し、確認を受ける。また、研究
の進展によっては、国内学会もしくは国際会議へ積極的に参加し、先端研究に関する発表を口
頭もしくはポスター形式で行う。

12月�　各大学院生は、個別の研究テーマに基づく研究の進捗状況について専攻内において口頭発表
等による中間発表を行う。

1月�　博士論文の提出
1月�〜 2 月　審査委員3名（主査 1名、副査 2名：うち1名は学外の専門研究者）を決定し、論文査
読ならびに口述試験による最終試験を実施し、論文審査結果報告書を提出する。その結果に基
づき、本専攻会議の協議を経て工学研究科委員会及び大学院委員会の議を経て合否を決定する。

2．学位（博士）論文審査基準・体制
（1）論文審査および最終試験の審査基準
　博士論文は、学術研究論文として下記の基本的要件を備えていることが審査基準になる。
①学術研究論文としての構成・体裁をなしていること。
②独創性、新規性、有用性、信頼性、発展性を有していること。
③自立して研究活動を行うに足る研究能力と学識を有していること。

（2）審査体制
　本専攻では、博士論文の審査に際して論文審査委員（主査 1名、副査 2名：うち 1名は学外の
専門研究者）が選任され、論文査読ならびに口述試験による最終試験が実施された後に、その結
果は論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果報告書は、本専攻会議の協議を経て工学研
究科委員会に諮られ、博士論文としての合否の判定が行われる。研究科長はこの結果を学長に報
告し、学長は大学院委員会で審議後、学位（博士）を授与することになる。
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